
 

 

 
 

 

 
燃
料
・
物
価
高
騰
対
策
と
し
て 

消
費
税
減
税
・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
中
止
を 

今
月
か
ら
の
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
で

す
。
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
8
月
末
に

食
品
・
飲
料
105
社
を
対
象
に
し
た
調
査

に
よ
る
と
６
５
０
０
品
目
以
上
、
平
均

値
上
率
は
16
％
、
一
世
帯
当
た
り
の
負

担
は
年
間
7
万
円
の
負
担
増
に
あ
た

る
と
し
て
い
ま
す
。
分
析
で
は
値
上
げ

の
主
な
要
因
は
急
激
な
円
安
に
あ
る

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
10
月

3
日
か
ら
臨
時
国
会
が
始
ま
り
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
岸
田
首
相
の

所
信
表
明
演
説
で
は
、
物
価
高
騰
の
要
因
が
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
と
急
速
な
円
安
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
円
安
の
原
因

が
自
ら
続
け
て
い
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
異
常
な
金
融
政
策
に
あ
る
こ

と
は
触
れ
て
い
ま
せ
ん
。
個
別
の
対
処
と
し
て
政
府
の
輸
入
小
麦
売

渡
価
格
の
緊
急
措
置
と
電
気
料
金
引
下
げ
は
言
及
し
ま
し
た
が
、
い

ま
こ
そ
消
費
税
減
税
に
踏
み
込
む
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

ま
た
今
月
で
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
で
一
定
の
所
得
が
あ
る

75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
が
2
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

対
象
者
は
75
歳
以
上
の
20
％
に
あ
た
る
370
万
人
で
す
。
現
役
世
代

の
保
険
料
負
担
が
年
間
700
円
引
き
下
げ
ら
れ
る
と
強
調
し
世
代
間

の
対
立
を
あ
お
っ
て
い
ま
す
。
消
費
税
を
10
％
ま
で
増
税
し
て
お
き

な
が
ら
社
会
保
障
は
改
悪
ば
か
り
で
す
。 

11
月
6
日
に
「
物
価
高
騰
対
策
・
消
費
税
減
税
と
イ
ン
ボ
イ
ス

中
止
を
求
め
る
大
集
会
」
が
東
京
タ
ワ
ー
か
ら
近
い
芝
公
園
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
吹
田
民
商
か
ら
塚
本
会
長
と
岡
崎
副
会
長
が
代
表
と
し

て
参
加
し
ま
す
。
い
ま
集
め
て
い
る
消
費
税
減
税
・
イ
ン
ボ
イ
ス
中

止
を
集
会
ま
で
に
大
き
く
集
め
ま
し
ょ
う
。 

 

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
の
緊
急
要
望
書 

吹
田
市
に
緊
急
要
望
書
を
提
出
し
ま
す
。
要
望
項
目
（
要
約
）
は

以
下
の
通
り
で
す
。 

【
要
望
項
目
】 

(1)
売
上
減
少
に
対
応
し
た
損
失
補
填
に
使
え
る
支
援
金
制
度
の
創
設 

(2)
燃
料
費
の
影
響
が
大
き
い
一
般
公
衆
浴
場
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
物
流

事
業
者
な
ど
へ
の
支
援
金
制
度
の
創
設 

(3)
家
庭
の
省
エ
ネ
家
電
買
替
え
支
援
、
中
小
業
者
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

高
騰
の
影
響
緩
和
や
省
エ
ネ
環
境
整
備
の
支
援 

(4)
一
般
公
衆
浴
場
や
事
業
者
へ
の
水
道
料
金
の
減
免 

(5)
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
に
対
応
し
据
置
期
間
優
遇
・
金
利
負
担
の

な
い
大
阪
府
市
町
村
連
携
型
融
資
制
度
の
創
設 

(6)
国
の
補
助
金
獲
得
の
た
め
の
事
業
計
画
書
づ
く
り
な
ど
支
援
す
る
経

営
相
談
窓
口
の
設
置 

(7)
国
や
自
治
体
の
コ
ロ
ナ
関
連
支
援
金
を
非
課
税
扱
い
と
し
税
・
保
険

料
・
そ
の
他
料
金
の
収
入
算
定
に
含
め
な
い
こ
と 

(8)
国
や
府
に
対
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
の
売
上
減
少
や
物
価
高
騰
支
援
に
対

応
し
た
給
付
金
な
ど
新
た
な
直
接
支
援
策
の
要
望 

9
月
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談 

建
設
業
の
個
人
事
業
の
会
員
に
税
務
調
査
が
発
生
し
ま
し
た
。
吹

田
民
商
会
員
へ
の
調
査
は
個
人
・
法
人
含
め
て
3
年
ぶ
り
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
電
話
で
の
事
前
通
知
は
な
く
直
接
、
自
宅

に
訪
問
し
連
絡
箋
を
置
い
て
帰
っ
て
い
ま
す
。 

吹
田
民
商
の
会
内
で
も
建
設
業
の
会
員
か
ら
親
会
社
か
ら
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
登
録
を
確
認
す
る
通
知
を
受
け
た
と
相
談
が
増
え
始
め

て
い
ま
す
。
親
会
社
が
制
度
対
策
と
思
わ
れ
る
強
要
で
は
す
べ
て
の

下
請
け
に
同
じ
税
理
士
を
紹
介
し
て
一
本
化
さ
せ
る
動
き
も
あ
り
ま

す
。 事

業
税
の
通
知
の
相
談
が
一
時
期
増
え
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば

8
月
に
通
知
さ
れ
る
も
の
で
す
が
事
業
税
は
事
業
所
の
あ
る
所
在

地
で
課
税
さ
れ
る
た
め
、
確
定
申
告
を
店
舗
で
は
な
く
住
居
の
所
在

地
で
申
告
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
り
、
飲
食
店
営
業
許
可
な
ど

で
確
認
が
必
要
な
た
め
9
月
の
通
知
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る
共
済
会
の
入
院
見
舞
金
、
安
静
加
療
見

舞
金
の
請
求
が
10
件
と
多
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
会
員
本
人
や
従
業

員
が
感
染
し
た
こ
と
に
よ
る
労
災
保
険
の
適
用
や
社
会
保
険
の
傷
病

手
当
の
申
請
に
つ
い
て
も
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
第
7
波
の
感
染
拡

大
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
2
度
目
の
感
染
に
よ
る
も
の
も
あ
り
ま
し

た
。
マ
ス
ク
の
適
切
な
使
用
と
手
洗
い
な
ど
感
染
対
策
に
留
意
し
ま

し
ょ
う
。 

 

伝
言
板 

大
阪
府
営
住
宅
10
月
の
総
合
募
集 

申
請
期
間 

10
月
3
日
（
月
）
～
10
月

17
日
（
月
） 

申
込
書
は
民
商
事
務
所
に
も
あ
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
申
込
も
可
能
で
す
。 

 

無
料
法
律
相
談 

10
月
20
日
（
木
）
13
時
00
分 

吹
田
民
商
会
館 

北
大
阪
総
合
法
律
事
務
所
さ
ん
の
無
料
法
律
相
談
で
す
。
予
約
が

必
要
で
す
の
で
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
民
商
事
務
所
に
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

吹
田
民
商
共
済
部
会
主
催 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー 

10
月
30
日
（
日
）
10
時
30
分 

花
博
記
念
公
園 

鶴
見
緑
地 

集
合
場
所 

鶴
見
緑
地
中
央
口 

会
費
３
０
０
０
円
（
共
済
加
入
者
は
２
５
０
０
円
） 

申
込
は
10
月
11
日
ま
で
で
す
。 

 

全
商
連
主
催 

経
営
対
策
交
流
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
連
続
講
座
） 

11
月
11
日
（
金
）
18
時
30
分
～ 

学
習
講
演
「
直
面
す
る
経
営
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
」 

講
師
・
弥
永
巧
児
さ
ん
（
第
一
経
営
相
談
所
） 

11
月
17
日
（
木
）
18
時
30
分
～ 

学
習
講
演
「
金
融
対
策
の
要
点
」 

講
師
・
池
田
靖
さ
ん
（
京
商
連
前
事
務
局
長
） 


